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令和7年度 熊本県外国人留学生の生活・就活状況アンケート 集計結果  

 

概 要：留学生が抱える共通の問題点を把握し、留学生支援事業の改善及び充実を図るための基礎資料とする

ために、留学生の生活に関する項目や日本での就職活動に対する意識や活動状況等についてのアン

ケート調査を行った。これらの結果を加盟教育機関、熊本県、熊本市で共有することにより、熊本県全体

の留学生の受け入れ環境、就職支援サービスについての向上を図るものとする。 

対 象：大学コンソーシアム熊本加盟高等教育機関に在籍する外国人留学生 

回答期間：令和7年11月19日～令和8年1月31日 

回答方法：オンライン及び書面 

回 答 数：158 (回収率17.6%) ※令和7年5月1日現在の留学生数898名 

 

問1． 男女別 ： 男 ［ 90 ］ 57％、女 ［ 65 ］ 41.1％、回答なし ［ 3 ］ 1.9％ 

 

問2． 年齢別 ： 20歳未満 ［ 3 ］ 1.9％、20～24歳 ［ 71 ］ 44.9％、25～29歳 ［ 49 ］ 31％、 

30～34歳 ［ 26 ］ 16.5％、35～39歳 ［ 7 ］ 4.4％、40歳以上 ［ 2 ］ 1.3％ 

 

問3．あなたの出身国・地域を教えてください。 回答数 

中国 78 

韓国 11 

インドネシア 8 

ガーナ、マレーシア 各 7 

バングラデシュ、タイ 各 5 

ドイツ、台湾、フランス、ケニア 各 3 

サモア、ブラジル、タンザニア、ミャンマー、エジプト、チャド、ベトナム、カンボジア 各 2 

インド、アルメニア、スリランカ、トーゴ、カザフスタン、シンガポール、メキシコ、南アフリカ、

その他 

各 1 

合計 158 

 

問4．あなたの在籍している大学はどこですか。 回答数 

熊本大学 78 

東海大学 31 

崇城大学 26 

熊本学園大学、熊本高等専門学校 各 5 

熊本県立大学、平成音楽大学 各 4 

中九州短期大学 3 

尚絅大学・尚絅大学短期大学部 2 

合計 158 
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問5．あなたの所属課程を教えてください。 回答数 

学部 (33.5%) 53 

博士（博士後期） (31%) 49 

修士（博士前期） (17.1%) 27 

交換留学生 (12%) 19 

準学士（高専） (4.4%) 7 

研究生・科目等履修生 (1.3%) 2 

その他 (0.6%) 1 

合計 158 
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工学：機械、電気通信、土木建築、情報 (28.5%)

社会科学：法学、政治学、経済学、経営学、商学 (17.1%)

医学 (14.6%)

理学：数学、物理学、化学、生物学、地学 (9.5%)

人文科学：文学、哲学、言語学、歴史学、心理学 (9.5%)

農学 (6.3%)

芸術(美術・音楽) (5.1%)

薬学 (4.4%)

生命科学 (4.4%)

看護・福祉・保育 (0.6%)

問6． あなたの主な専攻分野はどれですか？ 単位（人）， n = 158 
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半年未満 (22.8%)

半年～1年未満 (5.7%)

1年～2年未満 (15.2%)

2～3年未満 (19.6%)

3～5年未満 (27.2%)

5年以上 (9.5%)

問7．あなたが日本に来てどれくらい経ちますか？ 単位（人）， n = 158 
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問10．今の学校への入学前に不安だったことがあれば書いてください。(自由記載から抜粋) 

言語について 40/136回答 

 日本語があまり上手ではないので、授業がはっきり理解できるか心配。 

 日本語が話せないため、言葉が通じないことで生活や学習に支障が出るのではないかと心配している。 

 英語に翻訳された情報が十分でないこと。 

生活全般について 31/136回答 

 新しい環境に馴染めるか心配。 

 入学前は、大学生としての生活がどのようなものなのか分からず、不安を感じていた。 

 公共交通機関の乗り方がわからない。 
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学位を取得するため (48.1%)

研究を行うため (32.3%)

日本の文化・生活を知るため (24.1%)

日本語力を身につけるため (21.5%)

日本で就職するため (17.7%)

現在の専攻を生かした仕事に就くため (13.9%)

教養を身につけるため (9.5%)

日本語能力を生かした仕事に就くため (4.4%)

母国での仕事や研究に生かすため (3.8%)

親・家族に強く勧められたため (2.5%)

その他 (1.3%)

問8． あなたが日本に留学した目的はなんですか？（2つまで回答可） 単位（人）， n = 158 
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インターネットで学校のウェブサイトを検索した (40.5%)

母国の学校や教員に相談した (38.6%)

入学を希望する大学に直接聞いた (27.9%)

親戚や友人に相談した (26.6%)

日本留学フェア、教育展に参加 (15.8%)

その他の民間団体に聞いた (8.2%)

在外日本大使館などの在外公館に聞いた (4.4%)

母国の政府教育機関に聞いた (4.4%)

その他 (4.4%)

日本学生支援機構（JASSO）に聞いた (3.2%)

大学コンソーシアム熊本のウェブサイトを検索した (1.9%)

日本の出版物を購入した (0.6%)

問9．日本に留学する前に、どのような方法で留学情報を手に入れましたか？

（3つまで回答可）
単位（人）， n = 158 
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学費・生活費について 21/136回答 

 奨学金が平均的な月々の生活費と比較してどれくらいになるのか不安だった。 

 私の大学は留学生の在学中のアルバイトを許可しておらず、奨学金が得られるかどうかも確信が持てなかった

ため、経済的な状況について不安だった。 

 日本の物価が高いこと、自分の経済状況では十分に賄えないのではないかと懸念していた。 

学業について 20/136回答 

 学業の難しさに不安を感じていた。 

 大学の授業以外に研究や自分の興味を追求する時間がどれだけ取れるか心配していた。 

 大学院生として、アルバイトしながら勉強し続けられるか心配だった。 

交友関係について 14/136回答 

 研究室の人たちと上手くコミュニケーションが取れないのではないかと心配だった。 

 日本の大学の友達を作れるか不安があった。 

文化の違いについて 10/136回答 

 文化の違いが心配だった。 

 日本の方と交流するのは簡単ではなく、母国とは違うコミュニケーションのマナーがあること。 

 ムスリムとして、ハラール食品やその他のイスラム関連事項。 

 

問１１．日本への留学前に得た情報と違っていたことがあれば、書いてください。(自由記載から抜粋) 

言語について 13/44回答 

 日常生活や勉強のためには流暢な日本語を習得しなければならないと聞いていたが、基礎レベルの日本語で十

分だった。人々は非常に理解があり、親切に助けてくれる。 

 市役所では英語で手続きができると思ったが、実際には日本語が必要だった。 

文化について 10/44回答 

 少なくとも熊本では、日本人が外国人に対してそれほど嫌悪感を持っていないということ。ここの人々は私にとて

も親切で、言葉の壁があっても必死にコミュニケーションを取ろうとしてくれる。 

 日本に来てみたら、意外と熊本人が優しいと感じている。 

学業について 7/44回答 

 日本の進学難易度は低いと言われたが、事実はそうではなかった。 

 コースの内容が期待と異なっていた。 

学費・生活費について 6/44回答 

 日本での生活費は安いということ。実際にはとても高い。 

 思っていたようにアルバイトと学業の両立ができない。 

 全額支給の奨学金なしではここで生活するのは容易ではない。 

生活全般について 4/44回答 

 日本の税のシステムが自国と違いすぎて困惑した。（年金や健康保険、所得税など） 

 地域によって役所や通帳の申請や住所の変更などが違って、苦労した。 

その他4/44回答 

 卒業後日本での就職が難しいと思うようになった 

 日本人は非常に距離を置き、近づきにくい存在だろうと考えていた。しかし実際は、最初は控えめに思える人も、

コミュニケーションが始まると、多くの人が非常に協力的で礼儀正しく、進んで助けてくれることがわかった。 
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問14．熊本で生活している中で留学生に必要だと思うサービスはどんなことですか？(自由記載から抜粋) 

生活全般について 36/100回答 

 ビザ・保険・銀行口座などの手続きに関する明確なガイダンス 

 病院受診の際に多言語で相談できる窓口、アルバイトや住居探しを支援するサービス 

 熊本は東京や大阪と比べると交通の便が悪い上に、施設面も整備が十分ではない。例えば、区役所がとて

も遠い場所にあったり、電車の路線が少なかったりする。 

 災害時・緊急事態における対処法、訓練。(英語で) 

多言語サポート16/100回答 

 さまざまなサービスにおける複数言語のサポート 

 市役所や銀行などで特に日本語で話すべきところで手伝ってくれるサービスが欲しい。 

 留学生向けの告知やセミナーを英語でも行ってほしい。 

交流について15/100回答 

 日本学生との交流 

 地域のイベントなどの情報支援 

 留学生向けインターンシップや国際企業との交流会 
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暮らしやすい (43%)

普通 (26.6%)

とても暮らしやすい (26.6%)

暮らしにくい (3.8%)

問13． 熊本は暮らしやすいと感じますか？ 単位（人）， n = 158
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研究に適した指導教官がいたから (41.8%)

自分の専攻分野が合致したから (24.7%)

生活しやすい環境だから (17.7%)

母国の指導教官にすすめられたから (17.1%)

大学間交流協定があったから (12%)

高校または日本語学校の先生にすすめられたから (7.6%)

友人や知人がいるから (7%)

奨学金を得られたから (7%)

留学生対象の授業料減免制度があったから (6.3%)

地理的に近いから (6.3%)

文部科学省や母国政府から指定されたから (5.1%)

その他 (2.5%)

家族や兄弟（姉妹）がいるから (1.9%)

問12． 熊本の大学を留学先に選んだ理由は何ですか？（2つまで回答可） 単位（人）， n = 158 
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進学・就職について13/100回答 

 就職に関する基礎知識、および就職時の注意事項などの知識に関連するサービス 

 参加可能なインターンシップイベントの情報 

 留学生が熊本の地元企業における外国人留学生の採用ニーズや求められる条件について理解できるような

情報提供サービス。 

日本語支援について8/100回答 

 無料または低料金の日本語講座 

 大学院生である私たちは、研究や実験で毎日非常に厳しいスケジュールをこなす一方で日本語を学びたい

という強い思いもある。オンライン日本語クラスがあれば本当に助かる。 

学費・生活費について6/100回答 

 交通費がかなりかかるので、そこに関するサービスがあってほしい。 

 生活費の上昇に伴い、通勤割引や補助金など、より多くの経済的支援。 

 光熱費（電気代や水道代など）の請求額が高すぎる上、変動が激しく、時に非常に高額になることもあり

ます。特に奨学金があまり支給されない留学生にとっては大きな負担です。 

その他7/100回答 

 日本語学校を経て大学などを卒業した留学生ができる仕事と、仕事のために直接日本にくる人達ができる

仕事の区別をしてほしい。 

 保険契約の際の言語サポートや内容の説明。 

 母国出身の教員を配置して留学生のサポートをしてほしい。 
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日本国内の日本語学校 (30.8%)

母国の日本語学校 (21.7%)

独学（自分で） (20.8%)

母国の大学等 (16.7%)

その他 (4.2%)

日本国内の高等学校 (2.5%)

第三国の日本語学校 (2.5%)

日本人の友人と (0.8%)

問16．（●問15で「はい」と答えた120人への質問）どこで日本語を勉強しましたか？

120
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はい (75.9%)

いいえ (24.1%)

問15． 大学に入る前に日本語を勉強しましたか？ 単位（人）， n = 158 

    

単位（人）， n = 120 
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日本語能力試験N1より上 (10.1%)

日本語能力試験N1程度 (17.1%)

日本語能力試験N2程度 (32.3%)

日本語能力試験N3程度 (10.1%)

日本語能力試験N4程度 (10.8%)

日本語能力試験N4未満 (19.6%)

問19．あなたの日本語能力はどの程度ですか？
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ない (59.5%)

わからない (30.4%)

ある (10.1%)

問20． 大学コンソーシアム熊本事務局と熊本市国際交流会館で行っている、

留学生ワンストップ窓口を利用したことがありますか？
単位（人）， n = 158
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東京 (48.6%)

福岡 (21.6%)

熊本 (10.8%)

京都 (10.8%)

大阪 (5.4%)

その他 (2.7%)

問17． （●問16で「日本国内の日本語学校」と答えた37人への質問）

あなたが勉強した日本語学校の場所はどこですか？

単位（人）， n = 37 
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母国の学校の先生から勧められた (54.1%)

知人や友人がその日本語学校に在籍していた (21.6%)

大学への進学率や合格率が高かった (21.6%)

インターネットで日本語学校の情報を調べた (21.6%)

生活環境（公共交通機関や自然環境など）が気に入った (10.8%)

入学料や授業料が安かった (5.4%)

その他 (2.7%)

問18．（●問17を答えた37人への質問）

その場所で勉強することになったきっかけは何ですか？（2つまで回答可）
単位（人）， n = 37 

単位（人）， n = 158 
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問22．（●問20で「ある」と答えた方へ）どのような内容の相談をしましたか？(自由記載から抜粋) 

 ビザ、アルバイト、就職活動について 

 子どもの保育園・学校の行事について 

 住居、税金、学校の手続きについて 
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窓口を知らなかったから (64.8%)

相談するようなことがないから (32.4%)

その他 (2.8%)

問23．（問20で「ない」「わからない」と答えた142人への質問）

利用しない理由はありますか？

8

7

1

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

満足 (50%)

とても満足 (43.8%)

あまり満足できなかった (6.3%)

問21．（●問20で「ある」と答えた16人への質問）相談の満足度はいかがですか？ 単位（人）， n = 16 
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窓口でのコミュニケーションがとれない (36.7%)

手続きのしかたがわからない (27.9%)

届いた書類の対象者が自分かどうかわからない (23.4%)

書類の意味がわからない (22.8%)

書類が多言語表記になっていない (20.9%)

その他 (15.2%)

ホームページで必要な情報にたどりつけない (10.1%)

ホームページが多言語表記になっていない (8.2%)

問24．日本に来て、市役所（町村役場など）の手続きなどで、

困るのはどんなときですか？（3つまで回答可）
単位（人）， n = 158 

単位（人）， n = 142 
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問26．大学コンソーシアム熊本による SNSを活用していますか？ 

１) 大学コンソーシアム熊本ホームページ、２) Facebook英語版ページ「Consortium Kumamoto」、 

３) Instagram（インスタグラム）@kumamoto_conso

 
問 27．（●問 26で「はい」と答えた方へ）どのような内容で活用していますか？(自由記載から抜粋) 

 ツアーや就活セミナー、文化イベントの情報閲覧 

 更新情報の確認 
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いいえ (64.6%)

わからない (22.2%)

はい (13.3%)
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満足 (66.7%)

とても満足 (23.8%)

普通 (9.5%)

問28．（●問26で「はい」と答えた21人への質問）

SNS発信情報の満足度はいかがですか？

単位（人）， n = 21
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LINE (82.9%)

Instagram (64.6%)

Youtube (45.6%)

WeChat (36.1%)

Twitter (31.7%)

TikTok (27.9%)

WhatsApp (22.2%)

Facebook (19%)

LinkedIn (12%)

Weibo (10.8%)

Threads (7.6%)

Pinterest (5.1%)

問25． 日本で普段よく使っているSNSはどれですか？ 単位（人）， n = 158 

単位（人）， n = 158 
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知らなかったから (86.1%)

SNSを使わないから (10.9%)

その他（自由記述） (2.9%)

問29． （●問26で「いいえ」「わからない」と答えた137人への質問）

活用しない理由はありますか？

単位（人）， n = 137
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母国からの仕送り (50%)

奨学金 (38%)

アルバイト (8.9%)

その他 (3.2%)

問32． 生活費は主にどこから得ていますか？ 単位（人）， n = 158

120

38

0 20 40 60 80 100 120 140

いいえ (75.9%)

はい (24.1%)

問30．現在アルバイトをしていますか？

29

13

8

5

3

0 10 20 30 40

生活費のため (76.3%)

学費のため (34.2%)

日本の社会を知るため (21.1%)

貯蓄のため (13.2%)

教養・娯楽のため (7.9%)

問31．（●問30で「はい」と答えた38人への質問）

アルバイトをする理由はなんですか？（2つまで回答可）
単位（人）， n = 38 

単位（人）， n = 158 
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60

28

14

12

12

9

6

6

6

3

2

0 10 20 30 40 50 60 70

研究者・大学教員・教師 (38%)

技術者 (17.7%)

IT系・プログラミング (8.9%)

経営・マネジメント (7.6%)

医療・福祉関係 (7.6%)

その他 (5.7%)

貿易・金融機関 (3.8%)

観光・宿泊・飲食業 (3.8%)

映像・メディア・デザイン (3.8%)

行政機関職員（公務員） (1.9%)

翻訳・通訳 (1.3%)

問34．あなたが将来従事したい職業または職種は何ですか？

72

49

16

13

6

2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

日本国内で就職 (45.6%)

帰国（母国で進学・就職） (31%)

日本国内の大学院への進学 (10.1%)

現在通っている大学の大学院・高専の専攻科へ進学 (8.2%)

日本国内の大学への進学 (3.8%)

熊本県内の他の大学・大学院等への進学 (1.3%)

問35．卒業・修了後の予定について教えてください。

（交換留学の方は、所属大学を卒業後の予定）

単位（人）， n = 158

71

28

22

12

11

7

7

5

3

2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

受給していない (44.9%)

日本政府奨学金（MEXT） (17.7%)

大学・学校からの奨学金 (13.9%)

民間団体（財団）の奨学金 (7.6%)

その他の奨学金 (7%)

文部科学省学習奨励費（JASSO） (4.4%)

外国政府奨学金 (4.4%)

申請中 (3.2%)

地方自治体（都道府県）市区町村による援助金 (1.9%)

JICAのプログラム (1.3%)

問33． 奨学金について当てはまるものを答えてください。（2つまで回答可） 単位（人）， n = 158 

単位（人）， n = 158 
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116

42

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130

はい (73.4%)

いいえ (26.6%)

問36．あなたは将来、日本で就職したいですか？

12

8

6

5

5

3

1

1

1

0 10 20

日本・母国・他国で研究を続けたいから (28.6%)

母国で起業・就職したいから (19%)

母国で大学・企業に所属しているから (14.3%)

日本企業の働き方や制度と合わないから (11.9%)

帰国しなければならない理由があるから (11.9%)

その他 (7.1%)

日本語能力が十分でないから (2.4%)

日本の生活環境や文化が合わないから (2.4%)

円安や賃金の問題 (2.4%)

問37．（●問36で「いいえ」と答えた42人への質問）

日本で就職しない理由はなんですか？

37

29

26

25

24

22

22

9

1

0 10 20 30 40 50

日本の文化が好きだから (31.9%)

日本企業の技術力が高い (25%)

日本企業の給与が高い (22.4%)

母国で就職するのが難しい (21.6%)

衣食住の環境が良い (20.7%)

日本語を使って働きたい (19%)

日本企業の海外拠点で働きたい (19%)

終身雇用制がある (7.8%)

その他 (0.9%)

問38． （●問36で「はい」と答えた116人への質問）

日本で働きたい理由は何ですか？（2つまで回答可）
単位（人）， n = 116 

単位（人）， n = 158 

単位（人）， n = 42 
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45

35

19

17

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

まだ決めていない (38.8%)

日本で永久に働きたい (30.2%)

日本で働いた後、将来は日本、出身国以外で就職したい (16.4%)

日本で働いた後、将来は出身国に帰国して就職したい (14.7%)

問39．（●問36で「はい」と答えた116人への質問）

日本において就職したあとの将来はどのように考えていますか？
単位（人）， n = 116

62

40

14

0 10 20 30 40 50 60 70

はい (53.4%)

わからない (34.5%)

いいえ (12.1%)

問41．（●問36で「はい」と答えた116人への質問）

あなたは熊本で就職したいと考えていますか？

単位（人）， n = 116

10

2

2

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

大都市での生活を希望するから（福岡や東京・大阪など） (71.4%)

希望する進路と一致する企業がない (14.3%)

希望する企業（大企業等）がない (14.3%)

問42．（●問41で「いいえ」と答えた14人への質問）

熊本で就職しない主な理由はなんですか？

59

47

37

37

27

26

20

19

16

8

0 10 20 30 40 50 60 70

留学生の受入を希望する企業の情報 (50.9%)

ビジネス日本語研修 (40.5%)

留学生向けの就職活動に関するセミナー (31.9%)

企業などへのインターンシップ (31.9%)

企業とのマッチング (23.3%)

留学生向けの個別就職カウンセリング (22.4%)

日本の企業文化や価値観に関する研修 (17.2%)

ビジネスマナー・日本の礼儀作法に関する研修 (16.4%)

面接対策講座 (13.8%)

特にない (6.9%)

問40．（●問36で「はい」と答えた116人への質問）

留学生の就職を支援するために役に立つものはどれですか？（3つまで回答可）
単位（人）， n = 116 

単位（人）， n = 14 
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問43．その他 日常生活や学校において、困っていることがあれば自由にお書きください。(自由記載から抜粋) 

言語について 5/18回答 

 自分の日本語能力で、日本で就職できるか不安。 

 学術的な議論や事務手続きの際、言葉の壁を感じている。日常生活においても公式手続きや規則の理解が時に

ストレスになる。 

 短期滞在でも必要な手続きや提出書類が多い。それぞれの案内は多言語でサポートされていないため大変不

便。自分は日本語が話せず、掲示された書類に記入しただけで、何を提出したかもわからない。 

 様々な教育・研究・行政サービスにおいて外国人への言語支援を行うことは不可欠。 

学費・生活費について 3/18回答 

 毎月のお金のやりくりに苦労している。 

 生活費が上がり、アルバイトの時間を増やさなければならないこと。 

 卒業までの学費・生活費が貯金だけでは不足すること。 

就職について 3/18回答 

 日本語が話せないため、アルバイトすら見つからなかった。卒業後の就職が心配。 

 熊本で仕事が見つからない。 

 卒業後のキャリア準備に役立つサービスを探している。 

交友関係について 2/18回答 

 気が合う友人を見つけられない。社会文化全般に馴染めず、東京の大学の方が自分に合っていたのではないか

と考えている。 

 学生活動のほとんどが平日の勤務時間中に行われていること。活動は週末にしてほしい。 

生活全般について 3/18回答 

 交通が不便。 

 冬は寮が寒い。 

その他2/18回答 

 自由に意思疎通するのが時折難しいが、これは日々改善しつつある。 

 熊本の人は親切で、感謝している。交通と買い物が不便な点を除けば、熊本は良いところ。景色も美しく、環境も

良い。くまモンも可愛い。 


